
Commercial in Confidence

Early Success Group

導入・活用初期のユーザーで集い、
各自がもつ有用な情報やベストプラクティスを
共有する場です

User Meet Up

Vol.1
2023/7/21@Spaces赤坂
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アジェンダ

アイテム 時間 スケジュール

Blue Prismよりご挨拶＆お知らせ 10分 15:00 – 15:10

自己紹介 20分 15:10 – 15:30

ユーザーインタビュー＆FAQ
株式会社アルペン
情報システム部
玉置 貴洋 様

30分 15:30 – 16:00

休憩 10分 16:00 – 16:10

ユーザーからの質問への回答＆FAQ 20分 16:10 -16:30

解散 16:30
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ご挨拶＆お知らせ
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Early Success Groupとは？

導入・定着に際し抑えるべき情報をBlue Prismよりお伝え＆他ユーザーとのつながりをもっていただく場です

Blue Prism・ユーザー同士の有用な情報やベストプラクティスを共有することで、各自のビジネス目標を達成し
ていきましょう！

ユーザー同士で開
発・運営の悩み相談

取り組みをスケール
させ、自動化を定着

させる

まずは
こちらから

Blue Prism・ユーザー各自がもつ有用な情報やベストプラクティスを共有す
ることで、それぞれのビジネス目標を達成していきましょう！

初期フェーズの目標
の立て方、導入方法

論を知る
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基本的な導入時の

情報、初期目標が

ないまま取り組み

スタート

開発のための学習

方法、体制作りに

関する知見の不足

開発に遅れが出る、

現場担当者への付

加増大

早期に社内に提示

する効果が出せな

い
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導入時に陥りがちな状況とは・・・

取り組みが進まな
い・・・

Blue Prism公式の基

本情報獲得、初期目

標設定

ベストプラクティス

にそった学習、開発

コミュニティー参加

による他ユーザーと

の交流、相談

スムースな開発、

初期目標の達成

取り組みをス
ケールできる！

陥りがちな状況 導入初期に目指すべき姿
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Vol.1 まずはここか

ら！Blue Prism

Vol.2 サクセスプラ

ンを作ろう

Vol.3 ROM -導入の

ベストプラクティス-

1on1オンライン

セッション

ステップアップパス

• 導入時の各種設定・登
録作業、確認すべきド
キュメントをご紹介

取り組みの指標となるサ
クセスプランの紹介

ROMの概要、重要な要素
の説明

今後、オンデマンド配信予定

Knowledge Support
（Blue Prismプロフェッ
ショナルサービスのコン
サルタントがお客様の
様々な課題やお悩みに対
してお応えするオンライ
ンセッション）活用
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公式note

開発Tipsや製品アップデートをチェック！

https://note.com/blueprism

https://note.com/blueprism
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オンボーディングメールを受信したいですか？

導入時に便利な情報をダイジェストでお届け

メール配信をご希望の方は、

BPM-customersuccessjapan@sscinc.com

までご連絡ください

mailto:BPM-customersuccessjapan@sscinc.com
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Let’s Stay

Connected!

Japanコミュニティーに登録し、意見交換・
開発相談を行いましょう
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Japan Community：ユーザー同士で質問を解決する場

10

コミュニティーとは？
• Blue Prismコミュニティは、他のBlue Prismユーザーとつながり、

知識と専門知識を共有し、BluePrismソフトウェアを最大限に活用
するための戦略とベストプラクティスを見つけることができる場
所としてBlue Prismが提供しているものです。製品別、地域別、
導入フェーズ別など様々な種類のコミュニティーが存在していま
す

• コミュニティーのガイドラインはこちら

Japan Communityとは？
• 日本のBlue Prismユーザー用のコミュニティーです。日本語で、

開発の相談等を他ユーザーに投げかけることができます

Japan Communityで出来ること
• 開発等にかかわる質問の投稿
• 他ユーザーの質問への回答
• Blue Prismのイベント・お知らせの確認

https://community.blueprism.com/HigherLogic/System/DownloadDocumentFile.ashx?DocumentFileKey=1ba43a0f-d1e4-f3ea-a3bb-6bc743b44b15&forceDialog=0
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Japan Communityへの登録方法

11

Blue Prism Portal にログイン。
「Community」をクリック

「Communities」より「Local 
Language」をクリック
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Japan Communityへの登録方法
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Japan Communityの「Join」ボタ
ンをクリックで、登録完了

Japan Communityページの「日本コ
ミュニティーに参加する」からも登録可能



Commercial in Confidence

Japan Community投稿・返信例
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質問への回答＆FAQ

14
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● 実務部門から自動化向きの業務を吸い上げる具体策、自動化案件のアイディア出し

● 自動化を推進するよう（プロセス調査含め）メンバーと説得し、サポートする方法を知りたい

● 業務自動化を進めるにあたり注意事項（例えば、市民開発における統制）

● 取り組みの目標の決め方、効果測定の方法

● 開発担当者にどんなことを求めるのか、知りたい

● サポートベンダーに依頼する事が多く知識が乏しい

● VDIやリモート環境を利用したデジタルワーカー作成の方法を知りたい

● 導入当初の開発に関わる人数、件数と選定基準を知りたい。 どのようにスタートすべきか？

● 安定稼働の秘訣とは？

● 開発者をどのようにして増やすか？(各部／専門部署？増やすための施策等)

お答えできなかった質問は、Japanコミュニティーにて後日UPします



Commercial in Confidence16

●実務部門から自動化向きの業務を吸い上げる具体策、自動
化案件のアイディア出し

●サクセスプランの内容を参照ください

●P29～「自動化する業務を決めよう」

●P24～「クイックウィンを設定しよう」
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Q. Blue Prismで出来ることは何ですか?

A.日常の業務をデジタルワーカーに割り当てることが出来ます

代表的な業務例
• データのコピー＆ペースト 
• 計算の実行
• if/then/and/orの判断・ルールに従う業務
• ファイル・フォルダーを移動
• メールを開き、送信する（添付ファイルを含む）
• ドキュメントやスプレッドシートからデータを抽出、変更
• データベースの読み取りと書き込み
• Webアプリケーションにログインして操作
• Web APIへの接続
• テキストメッセージやインスタントメッセージの送信
• ソーシャルメディアの統計情報を収集して分析
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Q. 変化に対応できる業務とは？

A.変化に対応できる業務の自動化は、ビジネスに大きな価
値をもたらします

自動化する業務を決める際、下記を考慮に入れてみましょう
• コストや収益への影響はありますか？

• 自動化は、人手が掛かる、高コストな業務に大きな効果があります
• 大量の処理が発生する業務ですか？

• 自動化は、繰り返しの手動タスクに向いています
• 業務は間違いが許されないものですか？ 

• 自動化はコンプライアンスを高め、リスクを軽減します
• 業務は速度や時間に縛られていますか？ 

• 自動化による処理速度の向上は顧客体験とビジネス・運用効率を改善します
• 業務が必要になるタイミングは不規則ですか？

• 自動化は変則的でピーク性のある業務の負荷に柔軟に対応できます。
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Q.自動化可能な業務とは何ですか？

A.合理的で安定しており、拡張がしやすい業務です

自動化する業務を決める際、下記を考慮に入れてみましょう
• 業務はロジックやルールに基づいていますか？

• 自動化に適した候補は、ルールに基づいた業務です
• 業務は文書化されていますか？

• 自動化に適した候補は、明確に定義可能か、すでに定義済みのものです
• 業務は業務に定着しているか、安定していますか？ 

• 自動化に適した候補は例外が少なく、安定しており、拡張性があるものです
• 業務オーナーやステークホルダー/リーダーシップを発揮できる方は存在しますか?

• 自動化に適した業務を選定する際、業務の所有者や利害関係者が明確で、彼らが自動化プログ
ラムに前向きであることも重要です
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自動化する業務として避けるべきもの・こと（特に初期フェー
ズにおいて）

20

• 技術的に複雑で難易度が高く、開発工数のかかる自動化をすること

• 画像マッチングを使用する必要がある操作は、Surface Automationの学習が必要になるため初期は非推奨
（Surface Automationが必要なサイト例：https://p3d.in/Xo4BQ）

• 構造解析や安定化させるための実装の難度が高めのもの（ SaaSアプリケーション、Javaスクリプト/Flashなどが
多用された動的でリッチなWebサイト）

• 構造解析するための環境設定が必要なもの（メインフレームのエミュレーター、JAVAのアプリケーション）

• 手順が多い業務を、一つのプロセスとして自動化すること（プロセスは細かく分割。プロセス間のデータ連携はワー
クキューを使用することを推奨）

• 業務選定の基準にROIを最重要視すること（初期フェーズにおいては、まずは実感してみることを優先）

• 人の経験による判断が必要な業務

業務選定の支援メニューもご用意しています

https://p3d.in/Xo4BQ
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Transform
Journeys

• 個別タスクレベルでは
なく複数プロセスが連
動するオペレーション
レベルの高度な自動化
を実現

• 収益・顧客満足などビ
ジネスの成果を達成す
るために最適な自動化
オペレーションの再考
を支援

Focused on business outcomes

Operations

Processes

Tasks 数千のタスク

複数のプロセ
ス

1オペレーショ
ン

Low

ビ
ジ
ネ
ス
価
値

High

短期ビジョン：達成
に向けた具体的で明
確な行動

長期ビジョン：方向
性。真に目指す姿

まずここ▶

高度な自動化に向けた
オペレーション変革
への道のり
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初期フェーズにおける短期ビジョン・目標設定の例

短期ビジョン

短期目標

効果確認のため
のクイックウィ

ン

初期フェーズの取り組みを経て、成果指標
の設定にうつる

導入から1年で、デジタルワーカーの能力を全社に示し、今後
のビジネスにおける生産性向上の戦略に盛り込む

デジタルワーカーにより伝票チェック業務を自動化し、
チェック漏れを0件にする

導入から半年で、伝票チェック用デジタルワーカー稼働のた
めのプロセスとオブジェクトを開発する
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●自動化を推進するよう（プロセス調査含め）メンバーと説
得し、サポートする方法を知りたい

●サクセスプランの内容を参照ください

●P24～「クイックウィンを設定しよう」

●P58～「長期ビジョン・目標・成果指標（KPI) 設定の
ヒント」
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全社戦略‐ビジネス目標

24

自動化の取り組みにおける中・長期ビジョン・目標設定

取り組みを通して目指す姿・真に目指す姿

ビジョンを実現させるための目標

目標達成のための要素、成果指標

自動化の
取り組み

Vision

Goals

KPIs
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ビジョンを定義し、全社に展開するためのポイント
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• ビジョンは、全社取り組みとしてのRPAであることを明確に示すために、経営層からの承認を取りま
しょう

• 全社的な取り組みとなるため、ビジョンは3～5年のスパンで実現する前提で考えましょう

• ビジョンは短く明確にしましょう。「デジタルワーカー」「ハイブリッドワークフォース」「インテリ
ジェントオートメーション」など取り組み内容を想起できる言葉を入れると良いでしょう

• ビジョン実現するための具体的な目標を3～5つ定めましょう

組織の将来像を盛り込
む

組織にもたらされる価値を訴
求。 経営層の支援を受けBlue 
Prismが新しい働き方をもた
らし、組織に根付く

全社戦略とアライン

全社戦略にそったビジョンを
設定。ともなうビジネスベネ
フィットも明確にしておく

ビジョンは言語化

全社戦略を前提に、Blue 
Prism導入による効果を明言

Blue Prismを組織文
化として考える

ビジョンが組織全体に行き渡
り、RPAの取り組みが個々の
目標にも組み込まれる

ビジョンを伝えるコ
ミュニケーション

Blue Prismが組織全体で使わ
れるものであることを明確に。
説明会などの開催日、ビジョ
ン関連のアセットはアクセス
しやすく・見えやすく
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●業務自動化を進めるにあたり注意事項（例えば、市民開発
における統制）

●サクセスプランの内容を参照ください

●P15～「運営体制を確認しよう」

●BPのベストプラクティスはCoEから開始し、市民開発。
市民開発に移る際の体制、役割分担、責任範囲、開発
者の徒弟制度は明確に
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参考）RPA推進体制の組織モデル
RPA推進体制の在り方、目指すかたちは、企業文化、ビジネスモデル、展開度合いで定義。初期導入フェーズでは、
集中型から始めることで、ガバナンスを効かせつつ、効果を早期に刈り取ることが可能

インフラ基盤の提供
成果物のガバナンス

案件の共有と選択ガイドライン
開発者リソース
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参考）開発チームのモデルケース

RPA推進体制の中で、特にリソースが集中し、管理を適切に行う必要があるのが、「デリバリ（開発）チー
ム」です。デリバリ（開発）チームは、リード開発者と一般開発者、入門開発者の組み合わせで階層構造と
なっていることが求められます。これにより、人材の育成と組織の拡張が効率的に行われます

デリバリ（開発）チーム構成

【リード開発者】
・プロセス分析、ソリューション設計

・プロセス設計書、オブジェクト設計書のレビュー

・構築されたプロセス・オブジェクトのレビュー

リード開発者

開発者 入門／
開発候補者

・・・・

【開発者、入門／開発候補者】
・プロセス設計書、オブジェクト設計書の作成

・プロセス・オブジェクトの構築・テスト

ステップアップ
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参考）RPA推進体制の組織モデル
国内で、比較的広く、大きく展開することに成功している企業では、IT部門主導によるRPA推進体制を敷き、ガバナン
スを効かせながら導入を進めているケースが多い。
集中型で体制を整備、業務部門への展開準備が整い次第、徐々にスキルや権限を業務側へシフトすることでリソースの
ボトルネック解消、迅速な要求への対応を実現することができる

顧客名 開発者数 業務数／プロセス数 組織モデルの変遷 CoEの中心（IT主導／業務主導）

A社 5名＋パートナーリソース 30 集中型⇒連合型 IT

B社 13名
＋
30部門

40
＋
60

集中型
＋
連合型

IT

C社 13名 120 集中型 IT

D社 9名＋パートナーリソース 10～ 集中型 IT

E社 3名＋パートナーリソース 30 集中型 IT

F社 20名（但し専任無し） 50 分散型⇒連合型 業務

G社 14名 40 集中型⇒連合型 IT
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●取り組みの目標の決め方、効果測定の方法

●自動化の導入目的とリンクするKPIを見つける達成しや
すいものから段階的に事業貢献との関連が深い数値へ

●測定した成果を可視化する

●削減時間ばかりにフォーカスしない。満足度調査など、
定性KPIも



Commercial in Confidence

自動化の導入目的とリンクするKPIを見つける
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達成しやすいものから段階的に事業貢献との関連が深い数値へ

作業ミス

発生率

残業の削減

顧客満足度削減時間 人件費削減

年間の
ロボットリリース数

年間の
部品開発数

障害発生件数
市場投入までの
製品開発期間

売上向上

短期的 長期的中期的
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バランスの取れたKPI設定を意識する
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現場が嬉しいKPI 経営層が嬉しいKPI

作業ミス

発生率
顧客満足度削減時間

人件費削減
効果

自動化を利用して
いる部署の数

市場投入までの
製品開発期間

売上向上

残業・時間外

の削減数

現場と経営の双方が納得感の持てるKPIを！
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事業貢献に繋がる数値を因数分解する
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自動化により受注処理速度の向上
改善点

✓顧客からの注文を受付ける専用ウェブフォーム
を設置、専用IDを付与し、顧客自らが注文を
完了できるように注文プロセスを刷新

✓注文処理に要する時間短縮と効率性が向上
したことに加え、プロセスから人的ミスが排除さ
れ、年中無休で注文を処理が可能になった

受付可能な注文件数が拡大し機会損失の防止

単位時間あたりX件受注可能件数増加

平均受注額 ☓ 受注可能件数増加分

売上向上

￥XXXの売上向上効果
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事業貢献に繋げるロジックは様々
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自動化による効果を数値化し、ROIとして計算出来る形に
するには、ロボットが実行している業務内容を俯瞰し、
事業貢献と相関を見つける必要がある

直線的に効果の算出にたどりつかない場合でも、「コス
ト減」か「売上増」のどちらかの視点に基づいて考える
と、効果との相関が見えやすくなる

ROI測定は利用部門と事務局の共同作業
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測定した成果を可視化する

利用部門数
14

稼働ロボット数

52

価値創出金額

¥5,100,000/月

NPS(満足度調査)

75
ユーザーの声

今回導入された、〇〇業務ロボにより、
これまで大変だった△△の作業から開放されま
した！これは部門全体に大きなインパクトがあ

りました

KPIの達成状況や算出されたROIを
ダッシュボード形式で見える化

経営層や自動化プロジェクトのスポンサーに向け、
活動の成果や意義を「正しく」アピールすると同時に
活動の方向性を定期的にすり合わせる

削減時間数

7,000h/月

障害発生件数
0

自動化ダッシュボードの例
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成果を褒め合う

36

写真左：楽天様
「楽天のRPAプラットフォーム構築事例」より
https://www.slideshare.net/rakutentech/rpa-155063458

写真右：TD Bank様

成果を残した人やチームを評価することで、
自動化へのモチベーションを高めるだけでな
く、社内への認知度向上や、潜在ユーザー
の掘り起こしにも繋げていく

表彰は経営層やマネジメントから、自動化
が「公式」業務であることを社内に宣言す
る意味も持つ
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●導入当初の開発に関わる人数、件数と選定基準を知りたい。 

どのようにスタートすべきか？

●サクセスプランの内容を参照ください

●P29～「自動化する業務を決めよう」

●P15～「運営体制を確認しよう」
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●開発担当者にどんなことを求めるのか、知りたい

●サクセスプランの内容を参照ください

●P41「開発者認定パス及びトレーニングについて」

●Knowledge Support、パートナーサービスの活用。徒弟
制度で開発レビューができる仕組みを作る（学習～育成
～指導のサイクル。継続的に開発ができる体制）
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開発者認定パス及びトレーニングについて

39

• 基礎固め演習
• 開発ベストプラクティス

• ソリューション設計概要

• 複数シナリオベースの演習16-
24 時間

• Basic Awareness
(基本認識) コース履修

基本認識

• ポータル登録

• Blue Prism 
Universityの利用
を開始

デベロッパー試験

(AD01)

Blue Prism Portal

レビュー ワークショップ ＡＣＥ(実践的な演習)

基礎コース

• 基礎トレーニング
(Foundation 
Training)

20-30 時間
(ハンズオン、Basic 
Trainingは基礎ト
レーニングを理解する
ための基礎固めとして
の位置づけ)

必須ガイド メンターリング

• 実際プロジェクトのメン
ターリング

• 補足コースやガイド
（必要に応じて）

認定 蓄積経験

• 様々なテクノロジーの連携
やベストプラクティスの手
法による構築経験

6 ヵ月
プロフェショナルデベロッパー試験

(APD01)

Blue Prismソリューション設計
試験(ASD01)

認定

基本認識コース

• 様々なBlue Prism
プロセス設計経験

• ベストプラクティス

• ワークキュー

• 例外処理

• オブジェクト設計

• プロセス作成

• ソリューション設計概要

8-10 時間

ガイド VBOs テンプレート その他のトレーニング ＦＡＱ ユーザーフォーム

補足コース

• サーフェスオートメーション（画像認識）の概要：1 日 (自習)

• サーフェスオートメーション： 2日 (自習)
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●サポートベンダーに依頼する事が多く知識が乏しい

●サクセスプランの内容を参照ください

●P41「開発者認定パス及びトレーニングについて」

●Knowledge Supportの活用
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●安定稼働の秘訣とは？

●ウェビナー：開発ベストプラクティス（全3回）

●Knowledge Supportの活用

https://www.blueprism.com/japan/resources/blog/webinar-rpa-best-practice/
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●開発者をどのようにして増やすか？(各部／専門部署？増や
すための施策等)。

●成果・効果を組織に示し、組織戦略に組み入れる→専属
リソースを増やす

●社内イベントなどによる啓蒙

●サクセスプランの内容を参照ください

●P15～「運営体制を確認しよう」

●P24～「クイックウィンを設定しよう」
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●Blue Prism開発基礎を学習するためのオフィシャル教材を
教えてください。

●サクセスプランの内容を参照ください
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